
水道の被害想定 断水率 58.3%

下水道の被害想定 被害率 8.2%

荒川区の震災による上下水道被害

都心東部直下地震　冬18時風速８ｍ
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11
月
18
日
の
建
設
環
境
委
員

会
に
「
区
内
に
お
け
る
上
下
水

道
の
耐
震
化
の
状
況
」
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
区
内
の
震
災
時

（
都
心
東
部
直
下
地
震
で
独
自

想
定
）
で
断
水
率
58
・
３
％
と

推
定
、
下
水
道
被
害
想
定
８
・

２
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
は
極
め
て
深
刻
で

す
。
し
か
も
こ
れ
は
、
区
内
全

域
の
数
字
で
あ
り
、
マ
ン
シ
ョ

ン
群
の
地
域
と
町
屋
２
、
３
、

４
丁
目
の
よ
う
な
木
造
密
集
地

域
に
は
上
下
水
道
と
も
違
い
が

あ
る
は
ず
で
す
。

町
屋
地
域
で
も
老
朽
化

し
た
上
下
水
道
の
取
替
工

事
は
、
行
わ
れ
い
ま
す
が
、

進
捗
状
況
は
不
明
で
す
。

で
は
耐
震
化
が
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い

る
の
で
し
ょ

う
か
。
手
元

に
あ
る
最
新
資
料
で
は
、
水
道

管
が
耐
震
継
手
に
な
っ
て
い
る

２
０
２
２
年
段
階
で
区
内
の
割

合
は
、
49
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
に

学
び
、
都
の
取
組
強
化
を

能
登
半
島
地
震
で
は
、
水
道

管
な
ど
に
被
害
が
出
て
広
い
範

囲
で
最
大
約
14
万
戸
で
断
水
が

発
生
し
、
避
難
所
で
水
が
使
え

な
い
ケ
ー
ス
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。

現
在
で
も
水
道
が
使
え
な
い
地

域
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
が

な
け
れ
ば
人
間
は
命
を
つ
な
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

23
区
の
水
道
事
業
は
、
東
京

都
の
仕
事
で
す
。
２
０
３
０
年

度
末
ま
で
に
耐
震
継
手
管
へ
の

取
り
換
え
を
61
％
に
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ペ
ー
ス
で
よ

い
の
か
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

浄
水
場
の
耐
震
化
も
緊
急

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
浄
水

場
の
耐
震
化
で
す
。
水
道
管
を

耐
震
化
し
て
も
浄
水
場
が
壊
れ

た
の
で
は
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
利
根
川
・
荒
川
水

系
の
４
つ
の
大
規
模
な
浄
水
場

の
う
ち
３
つ
（
朝
霞
、
金
町
、

三
郷
）
の
工
事
は
現
時
点
で
未

完
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
２
０
３
０

年
度
時
点
で
も
ま
だ
進
行
中
と

い
う
計
画
で
、
完
了
予
定
時
期

す
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
箇
所

も
あ
る
よ
う
で
す
。
荒
川
区

は
金
町
浄
水
場
の
水
を
使
っ

て
お
り
心
配
で
す
。

「
予
算
」
の
関
係
と
の
声

も
多
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
東

京
都
の
進
め
る
、
巨
大
道
路

建
設
や
大
型
開
発
推
進
の
都

市
づ
く
り
に
は
巨
額
の
税
金

が
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

震
災
対
策
に
こ
そ
優
先
的

に
予
算
を
振
り
向
け
る
こ
と

が
、
東
京
都
の
責
任
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

定例法律相談

１月６日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

京
成
線
高
架
下
に
あ
る
保
育
園

の
入
り
口
に
大
き
く
「
保
育
士
募

集
」
と
書
い
た
看
板
を
目
に
し
ま

し
た
。
大
き
さ
は
と
も
あ
れ
、
区

内
の
多
く
の
私
立
保
育
園
で
は
、

ど
こ
も
常
時
保
育
士
を

募
集
中
の
掲
示
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
っ
き

り
し
た
こ
と
は
、
保
育
、

介
護
、
医
療
、
販
売
な

ど
ケ
ア
労
働
抜
き
に
人

は
生
き
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
冷
厳

な
事
実
で
す
。
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
が
、
そ

れ
が
ス
ル
ー
さ
れ
、
低

賃
金
と
劣
悪
な
労
働
条

件
の
下
に
置
か
れ
て
き
た
結
果
が

「
人
手
不
足
」
。
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ケ
ア
労
働
者
の
処
遇

改
善
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
結

し
て
い
る
の
で
す
。
横
山
幸
次

日本共産党東京都議団は、2025年度予算要望で、地域公共

交通ついて以下の要望を行っています。（一部掲載）

コミュニティバス・デマンド交通への支援の拡充

▼都として総合的な交通政策を定め、コミュニティバス、デ

マンド交通を位置づけるとともに、支援を抜本的に拡充する

こと。運行費補助の年限を撤廃もしくは延長し、地域公共交

通事業として補助制度を立ち上げ、運行維持を支援する制度

に拡充すること。デマンド交通の補助についても拡充するこ

と。▼運行費、車両購入費、調査・検討費の補助基本額、お

よび補助率を引き上げること。バス停の施設整備費も補助対

象にすること。▼既存バス停や鉄道駅から半径200㍍以遠の

地域を走行すること等の「交通空白地域」の要件を緩和し、

23区のコミュニティバスも、補助を受けることができるよう

にすること。…こうした要求は、荒川区としてもぜひ求めて

いきたいと思います。

２
０
２
５
年
・
新
し
い
年
へ
…
暮
ら
し
と

と
も
に
安
全
に
住
み
続
け
る
た
め
の
対
策
が

政
治
に
は
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
能

登
地
震
か
ら
１
年
、
復
興
は
い
ま
だ
道
半
ば

の
で
す
。
翻
っ
て
、
わ
が
ま
ち
を
見
る
と
、

と
り
わ
け
、
地
震
で
大
き
な
被
害
が
想
定
さ

れ
る
地
域
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
の

瀬
、
そ
し
て
新
し
い
年
へ
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
ご
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

（
横
山
幸
次
）



計画面積 遊び 休養 健康 防災

2㌶
水遊び、大型イン

クルーシブ遊具

広場、河

川テラス

スポーツ

施設
永久水利

町屋公園（町屋7丁目）の機能（計画）

☆町屋５、６、７丁目のバリアフリー化を急いで
この地域には、都営住宅、高齢者・障害者施設、保育園

などが集中しています。歩道上の無電柱化や電柱移設、道

路の段差解消など思い切った対策が必要です。また、この

地域は明白な交通不便地域です。

☆旧「町屋さくらの路線」に地域公共交通の整備は、
緊急課題ですを
町屋さくらに廃止は、多くの住民の移動手段を奪い、以

前の生活を維持できなくなっています。しかし区は、緊急

対策も含め地域公共交通の整備には後ろ向きです。

誰もが住み続けるための条件の一つが「交通不便地域の

解消」による移動の保障です。公約にコミバスを掲げた滝

口区長の対応も問われてきます。

☆町屋公園(町屋７丁目)整備は
住民参加で…(２０３２年開園予定）
区内でも一人当たりの公園面積が少

ないのが町屋地域。町屋7丁目公園と尾

竹橋公園などを一体で整備します。

区が議会に報告した内容では、「地

域バランスを踏まえ、人を呼び込める

スポーツに重点をおいた公園づくりを

基本とし、隅田川テラスと一体的に整

備するスーパー堤防による水辺空間利

用の活性化を促し、密集市街地を抱え

る町屋地域における災害活動の拠点と

するため、広場空間を確保した公園と

していく」などとしています。都市公

園としてこれだけでよいのでしょうか。

住民がホッとできる憩いの場（ベンチ

など）、温暖化との関係で植樹（樹冠

比率拡大）など様々な検討が必要です。

区民の声を反映させながら整備を進

めることが必要です。

☆町屋２、３、４丁目の防災まちづくり
住宅の耐震、不燃化、生活道路拡幅など待ったなしの地域です。

木造密集地域内の主要生活道路の無電柱化を優先して
通称豊島通りは不燃化特区の道路拡張事業が行われています。

住民のみなさんの協力で、少しずつ進んでいます。し

かし道路は広がっての道路上を覆う電柱、電線類は残っ

たままです。無電柱化の本気の取り組みを求めていき

ます。

☆町屋地区（4丁目付近）ふれあい館の建設
区は、現在基本設計を行っているようです。住民要望も入れた

施設として、また防災拠点としての機能が期待されます。建設費

の高騰もあって完成は、2027年10月のようです。

☆町屋地域全体の防災・福祉のまちづくり
不燃化特区だけでなく、町屋１丁目をはじめ危険度の高

い地域は多く存在しています。地域内の公有地の確保（公

園や防災スポットなど整備）、道路の拡幅、危険なブロッ

ク塀の除去、そして何よりも住宅の耐震・不燃化です。そ

のために、安全住宅に住むための支援を抜本的に強化する

ことが必要です。また、不燃化特区内では、空き家など除

却した跡地が結構目立っていますが、ぜひ公有地として活

用してほしいものです。

今後、区立の特養ホームなどの建替えや建設のために用

地が必要です。町屋８丁目都住のそばには長年空地になっ

ている都有地があります。区の積極的な取組を


